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［
宮
原
美
奈
子
氏
寄
贈
資
料
］

田
主
丸
町
出
身
の
軍
医
・
西
原
肇は

じ
め

氏

に
関
す
る
資
料
群
で
す
。
そ
の
足
跡
が
、

文
書
・
記
録
・
写
真
・
道
具
と
い
う
様
々

な
形
で
残
さ
れ
、
彼
と
そ
の
家
族
が
経
験

し
た
戦
争
の
実
態
を
伝
え
て
い
ま
す
。
総

数
73
点
の
う
ち
、
戦
地
か
ら
の
軍
事
郵
便

が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

肇
氏
は
、昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
に
、

ビ
ル
マ
第
一
一
八
兵へ

い
た
ん站
病
院
に
軍
医
と
し

て
従
事
し
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
５

月
に
ビ
ル
マ
・
シ
ッ
タ
ン
川
付
近
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。

戦
地
か
ら
妻
に
宛
て
た
46
通
の
手
紙
に

は
、
限
ら
れ
た
紙
幅
に
、
表
現
に
規
制
が

あ
る
な
か
で
、
自
身
の
状
況
や
家
族
へ
の

思
い
が
、
時
に
絵
や
俳
句
を
添
え
て
小
さ

な
文
字
で
隙
間
な
く
綴つ

づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

軍
事
郵
便
は
、
戦
地
と
家
族
を
つ
な
ぐ

唯
一
の
や
り
取
り
で
、
生
存
を
伝
え
る
証

で
も
あ
り
ま
し
た
。
思
い
の
こ
も
っ
た
こ

れ
ら
の
手
紙
は
、
家
族
に
よ
っ
て
大
切
に

保
管
さ
れ
、
こ
の
度
久
留
米
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

収蔵館ニュース
K　U　R　U　M　E　　C　I　T　Y

戦
地
か
ら
の
便
り

文
字
に
込
め
ら
れ
た
思
い

軍事郵便の一部。文面には「玉砕の覚悟で居る」（写真中央）のほか、「万一の際は両親と相談の上然るべく計れ」、「しかし小生緬印国境
に関する限り心配するな、そのうち快報を知らせ得ると思ふ」などとある。自身の状況や家族への思いが綴られている。

・ 守り、 伝える

・ 活かし、 伝える

・ トピックス

「久留米藩御用絵師の絵画を展示　～展示担当者より～」

新
収
蔵
資
料
紹
介
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2023.2

2024.1
▼

新
収
蔵
資
料
紹
介そ

の
後
、
市
太
夫
は
２
５
０
石
で
豊
氏

に
出
仕
し
、天
草・島
原
の
乱
（
１
６
３
７

～
８
）
の
戦
功
で
加
増
さ
れ
、
計
３
０
０

石
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
勝
郷
の
代
の

寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）、
70
石
を
加
増

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
知
行
宛
行
の
文

書
は
、
２
代
藩
主
忠た

だ
よ
り頼
か
ら
９
代
頼よ

り
の
り徳
に

か
け
て
の
も
の
が
伝
わ
り
ま
す
。

家
系
図
や
藩
主
書
状
な
ど
、
武
家
と
し

て
の
正
当
性
を
示
す
什

じ
ゅ
う

書し
ょ

が
良
く
伝
わ

り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
久
留
米
藩
士
・

伊
福
家
の
由
緒
を
辿た

ど

る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
群
で
す
。

   

御
用
菓
子
司
「
翠み
ど
り
屋や

主も
ん
ど水
」
相
伝

   

藩
主
好
み
の
菓
子
製
法

御用被仰付一件御書渡之写
（文中に “ 久留米城内の柳原で「粕庭羅」（カステイラ）

を焼くように ” とある）

で
は
藩
主
菩ぼ

提だ
い

寺じ

の
梅
林
寺
、
江
戸
で
は

徳
川
将
軍
家
や
他
大
名
家
に
菓
子
を
納
め

た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
藩
主
御
用
司
と

し
て
の
松
木
家
の
由
緒
を
よ
く
伝
え
て
い

ま
す
。

久
留
米
藩
士
伊
福
家
の
什じ
ゅ
う
し
ょ書

武
家
と
し
て
の
正
当
な
る
証

御菓子仕立之傳

［
松
木
家
資
料
（
第
３
次
）］

江
戸
時
代
、
久
留
米
城
下
の
両り

ょ
う

替が
え

町ま
ち

（
現
城
南
町
）
で
久
留
米
藩
主
有
馬
家
の

御
用
菓
子
司
を
務
め
た
松
木
家
（
屋
号
は

翠
屋
主
水
）
に
伝
来
し
た
資
料
群
で
す
。

第
１・
２
次
（
平
成
24
・
29
年
度
）
で
は

菓
子
業
の
道
具
等
32
点
、
今
回
の
第
３
次

で
は
古
文
書
を
中
心
と
す
る
８
点
（
７
冊

及
び
１
通
）
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

［
伊
福
家
資
料
（
第
２
次
）］

伊
福
家
は
、
も
と
は
筑
前
福
岡
藩
の
家

老
栗く

り
や
ま山
大た

い
ぜ
ん膳
利と

し
あ
き
ら章
の
家
臣
で
し
た
。
黒
田

騒
動
で
栗
山
家
が
寛
永
10
年（
１
６
３
３
）

に
失
脚
す
る
と
、
伊
福
市
太
夫
が
初
代
久

留
米
藩
主
有
馬
豊と

よ
う
じ氏
に
召
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
市
太
夫
を
初
代
と
し
て
、
勝
秋と

き

、
勝

之
、
勝
郷さ

と

、
勝
従ひ

ろ

、
勝
彬と

し

、
勝
壽ま

さ

、
勝
義
、

章ふ
み

雄お

と
続
き
、
亮
足
の
代
に
明
治
維
新
を

迎
え
ま
す
。
10
代
に
わ
た
っ
て
、
久
留
米

藩
士
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。

本
資
料
群
は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら
明

治
時
代
に
か
け
て
の
古こ

文も
ん
じ
ょ書
で
構
成
さ

れ
、
総
数
59
点
（
27
通
、
23
冊
、
９
枚
）

を
数
え
ま
す
。

こ
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
、
寛
永
８

年
（
１
６
３
１
）
２
月
付
け
の
宛あ

て
が
い行
状じ

ょ
うで

す
。
内
容
は
、
栗
山
利
章
か
ら
伊
福
市
太

夫
に
対
し
、
１
０
０
石
を
加
増
す
る
と
い

う
も
の
で
、
知ち

行ぎ
ょ
う

高だ
か

の
合
計
は
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

「
御お

か

し
菓
子
仕し

立た
て

之の

傳で
ん

」
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
菓
子
に
つ
い
て
、
色
か
た
ち
が
文
字

だ
け
で
な
く
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
萬よ

ろ
ず

御お

か

し

菓
子
控ひ

か
え

」

と
い
う
記
録
に
は
、「
千
歳
ず
し
」
に
つ

い
て
「
御
こ
の
ミ
は
小
豆
あ
ん
也
」
と
注

記
が
あ
り
、
11
代
藩
主
有
馬
頼よ

り
し
げ咸
の
好
み

に
応
え
よ
う
と
す
る
御
用
司
の
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

松
木
家
資
料
の
菓
子
業
の
道
具
と
、
文

字
や
絵
に
よ
る
記
録
を
あ
わ
せ
て
み
る
こ

と
で
、江
戸
時
代
の
菓
子
文
化
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
御ご

用よ
う

被お
お
せ
つ
け
ら
る

仰
付
一い

っ
け
ん件
御ご

書し
ょ

渡わ
た
し

之の

写う
つ
し

」
は

安
永
７
（
１
７
７
８
）
～
明
治
15
年

（
１
８
８
２
）
の
文
書
を
写
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
家
業
修
行
道
中
の
帯た

い
刀と

う
許

可
、「
御
用
菓
子
司
」
看
板
の
拝
領
、
ま

た
、
有
馬
家
か
ら
の
進
物
と
し
て
、
国
元

栗山大膳知行宛行状
本文に「為加増百石之地宛行畢、全可令領知者也」とある
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   〝
自
由
を
見
つ
め
て
〟

   
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
が
描
い
た
風
景
画

寄贈された風景画 5 枚
3 枚は日焼けした跡があり、日常的に飾られてい
たとみられる

巡じ
ゅ
ん
け
ん見

使し

を
迎
え
た
庄
屋
の
記
録

久
留
米
藩
の
情
勢
を
今
に
伝
え
る

権藤家資料の一部

「巡見上使案内庄屋手鑑」
1 ヵ条目に床嶋井堰について、6 ヵ条目に山汐についての記述がある

［
権
藤
家
資
料
］

権
藤
家
は
永
禄
年
間
（
１
５
５
８
～

１
５
７
０
）
に
、
大お

お
と
も友

宗そ
う
り
ん麟

に
よ
っ
て
竹

野
郡
に
封ほ

う

ぜ
ら
れ
た
権
藤
隼は

や

人と
の

正か
み

藤
原
永

常
を
祖
と
し
、
江
戸
時
代
に
は
下
古
賀
村

（
現
田
主
丸
町
）、
菅
村
（
現
う
き
は
市
吉

井
町
）
の
庄
屋
職
を
務
め
ま
し
た
。

平
成
７
年
度
に
同
家
よ
り
、
久
留
米
藩

政
や
郡
方
関
連
・
諸
家
系
譜
と
い
っ
た
旧

庄
屋
の
文も

ん
じ
ょ書

な
ど
、
総
数
１
２
４
点
の
寄

託
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度

に
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
巡じ

ゅ
ん
け
ん見

上じ
ょ
う

使し

案あ
ん
な
い内

庄
し
ょ
う

屋や

手て

鑑か
が
み

」（
左
下
写
真
）
は
、
権
藤
家
７

代
永
静
が
延
享
３
年
（
１
７
４
６
）
の
幕

府
巡
見
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で
す
。

巡
見
使
の
名
（
徳
永
平
兵
衛
・
夏
目
藤

右
衛
門
・
小
笠
原
内
匠
）
や
、
吉
井
町
か

ら
各
町
村
ま
で
の
距
離
、
村
々
で
の
出
来

事
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
幕
府
は
将
軍
の
代
替
わ
り
の
際
、

全
国
各
地
へ
巡
見
使
を
派
遣
し
、
各
藩
の

政
治
情
勢
や
領
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
視
察

し
ま
し
た
。
そ
の
巡
見
使
を
迎
え
る
準
備

と
応
接
に
当
た
っ
た
の
が
庄
屋
な
ど
村
役

人
で
し
た
。

左
の
写
真
か
ら
は
、
筑
後
川
か
ら
取し

ゅ
す
い水

し
た
床と

こ
じ
ま嶋

井い

堰せ
き

が
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）

に
で
き
た
こ
と
、
山や

ま
し
お汐
（
土
石
流
）
が
享

保
５
年
（
１
７
２
０
）
６
月
21
日
に
発
生

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

大正 5 年作の風景画
「Kriegsgefangenenlager Kurume」、「Blick in die 

Freiheit」の表記が見える

［P

ポ
ー
ル

aulK

カ

ワ

チ
aw

achi
氏

　
　
　
　
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
第
２
次
）］

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
３
年
（
１

９
１
４
）、
久
留
米
に
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
の

収
容
所
が
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴

史
に
興
味
を
も
っ
たPaul Kaw

achi
氏

は
、
か
つ
て
の
軍
都
久
留
米
に
関
す
る
資

料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

は
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
に
米
国
陸

軍
地
図
局
が
作
成
し
た
久
留
米
の
地
図

が
、
第
２
次
と
な
る
今
回
は
、
同
局
作
成

の
佐
賀
の
地
図
と
、
久
留
米
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所

内
で
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
が
描
い
た
風
景
画
５

枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
捕
虜
た
ち
は
、
収
容
所
に
い
て

も
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
風
景
画
は
、
ど
れ
も
大

正
５
～
８
年
（
１
９
１
６
～
１
９
）
の
作

で
、
水
彩
画
と
鉛
筆
画
が
あ
り
ま
す
。
収

容
所
の
敷
地
内
か
ら
見
た
民
家
や
、
収
容

所
が
使
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
畑
、
敷

地
内
の
一
角
を
描
い
て
い
ま
す
。
画
面
か

ら
は
、
季
節
感
や
そ
の
場
の
穏
や
か
な
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
大
正
５
年
に
制
作
さ
れ
た

も
の
は
、
画
面
右
下
に
「Kriegsgefang

‐enenlager Kurum
e

」（
久
留
米
俘
虜

収
容
所
）、「Blick in die Freiheit

」（
大

意：自
由
を
見
つ
め
て
、
自
由
へ
の
眺
望
）

と
い
う
表
記
が
あ
り
ま
す
。
久
留
米
の
捕

虜
に
は
、
普
段
の
生
活
に
大
き
な
行
動
制

限
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の

表
記
か
ら
は
、
異
国
の
地
に
長
期
滞
在
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
作
者
が
帰
国
を
望
む

心
境
が
う
か
が
え
ま
す
。
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水
魔
・
各
地
で
猛
り
狂
う

新
聞
記
事
が
伝
え
る
「
28
水
」

［
出
征
旗
］

本
資
料
は
、
13
歳
の
少
年
が
陸
軍
少
年

飛
行
兵
と
し
て
出
征
す
る
際
に
寄
せ
書
き

さ
れ
た
出
征
旗
で
す
。
少
年
の
父
親
の
ほ

か
、
卒
業
し
た
尋
常
小
学
校
の
先
生
や
同

級
生
な
ど
か
ら
寄
せ
書
き
さ
れ
て
お
り
、

少
年
飛
行
兵
を
鼓
舞
す
る
「
制
空
」「
空

之
神
兵
」
と
い
っ
た
言
葉
が
並
ん
で
い
ま

す
。当

時
、
日
本
兵
と
し
て
出
征
す
る
際
に

は
、
そ
の
家
族
や
友
人
な
ど
が
「
武
運
長

久
」
の
思
い
を
込
め
日
の
丸
に
寄
せ
書
き

し
、
徴
収
さ
れ
た
兵
士
は
こ
れ
を
大
事
に

抱
え
て
出
征
し
て
い
き
ま
し
た
。

少
年
飛
行
兵
を
送
り
出
す
言
葉

そ
の
思
い
と
共
に
戦
地
へ

親族や恩師、同級生からの激励の言葉が並ぶ

［
昭
和
28
年
水
害

　
　
　
新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
］

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
６
月
25
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
、
九
州
北
部
地
方
を
中

心
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
発
生
し
、

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
水
害
は
現
在
「
28
水
」
と
呼
ば
れ
、

未み

曽ぞ

有う

の
大
水
害
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

本
資
料
は
久
留
米
市
や
筑
後
川
に
関
す

る
記
事
を
中
心
に
し
つ
つ
、
遠
賀
川
や
室

見
川
、
佐
賀
市
や
大
分
県
日
田
市
に
関
す

る
も
の
も
収
め
て
い
ま
す
。
写
真
と
と
も

に
「
水
魔
、む
ざ
ん
の
足
跡
」「
狂
乱
の
『
水

魔
』
な
お
去
ら
ず
」
と
い
っ
た
見
出
し
が
、

当
時
の
衝
撃
や
緊
迫
感
を
伝
え
ま
す
。

［
河
北
家
資
料
（
第
５
次
）］

本
資
料
は
、
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

に
、
ビ
ル
マ
派
遣
菊
八
九
〇
八
部
隊
吉
開

隊
所
属
の
松
田
弘
之
氏
か
ら
、
篠
山
国
民

学
校
４
年
赤
組
の
河
北
明
子
、
小
城
啓

子
、
藤
井
千
春
、
下
村
澄
子
の
４
名
宛
に

送
ら
れ
た
軍
事
郵
便
は
が
き
で
す
。
学
校

か
ら
、
慰
問
と
し
て
戦
地
に
手
紙
や
品
物

を
送
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
に
返
信
さ
れ
た

も
の
で
、
河
北
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

差
出
人
の
住
所
に
あ
る
「
ビ
ル
マ
派
遣

ビ
ル
マ
戦
線
か
ら
の
便
り

戦
地
と
銃
後

思
い
は
一
つ

昭和 28 年水害新聞記事スクラップ（表紙）

ビルマからの便り

菊
八
九
〇
八
部
隊
」
は
、
久
留
米
で
編

成
さ
れ
た
第
十
八
師
団
の
所
属
部
隊
で

す
。
第
十
八
師
団
は
精
鋭
部
隊
と
し
て
知

ら
れ
、
通
称
名
「
菊
」
が
与
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
は
が
き
が
出
さ
れ
た
昭
和
18
年

頃
の
ビ
ル
マ
の
戦
況
は
過
酷
で
し
た
。
翌

19
年
に
は
、
凄
惨
な
こ
と
で
有
名
な
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
が
き
に
は
、
仏
塔
、
植
物
、
ゾ
ウ
や

ト
ラ
な
ど
の
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
織
り
交

ぜ
て
、
赴
任
地
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
先
生
や
父
母
の
絵
を
入
れ
て
綴

ら
れ
、「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
の
文
字
と
イ
ラ

ス
ト
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。



5

海
を
渡
っ
た
写
真

撮
影
さ
れ
た
久
留
米
市
へ

上官の視察送迎の様子
門柱にみえる「工兵第十八大隊」は、現在の久留米大学
御井学舎付近にあった

山川町神代における歩兵隊との連合演習の様子
隊列を組んだ兵士と馬、演習用の小船が見える

［
キ
セ
キ
遺
留
品

　
　
　
返
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
収
集
資
料
］

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
セ
キ
遺
留
品
返
還
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
：
ジ
ャ
ガ
ー
ド
千
津
子

氏
）
は
、
人
道
主
義
に
基
づ
く
活
動
を
す

る
ア
メ
リ
カ
の
非
営
利
団
体
で
す
。

旧
日
本
軍
人
の
遺
留
品
を
日
米
有
志
が

私
財
を
投
じ
て
収
集
し
、
日
本
の
家
族
等

に
無
償
で
返
還
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
１
９
７
１
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
で
米
国
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
人
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
落
札
し
た
、
大
正
～
昭
和
戦
前

期
の
日
本
軍
に
関
す
る
写
真
等
80
点
が
本

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
記
念
写
真
、
上
官
視
察
や
、

軍
事
訓
練
・
橋
架
設
訓
練
な
ど
の
活
動
の

様
子
、
軍
施
設
、
高
良
大
社
、
高
良
山

御み
た
ら
い

手
洗
橋
や
篠
山
神
社
が
写
る
写
真
な
ど

で
す
。
多
く
は
工
兵
第
十
八
大
隊
に
関
す

る
も
の
で
、
軍
服
の
襟
章
に
、
工
兵
第

十
八
大
隊
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
表
す

「
18
」
が
見
え
る
写
真
も
あ
り
ま
す
。

工
兵
第
十
八
大
隊
は
、
旧
日
本
陸
軍
の

兵
科
の
一
つ
で
、明
治
42
年
（
１
９
０
９
）

に
久
留
米
で
創
設
さ
れ
、
終
戦
と
と
も
に

解
散
し
ま
し
た
。
戦
場
で
お
も
に
交
通
・

通
信
・
架
橋
・
爆
破
・
照
明
な
ど
、
作
戦

遂
行
上
必
要
な
技
術
面
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。

新収蔵資料一覧

11
・
29

11
・
29

11
・
６

11
・
６

11
・
６

10
・
30

７
・
７

６
・
16

６
・
16

６
・
16

６
・
７

５
・
29

５
・
24

５
・
９

４
・
27

４
・
27

４
・
10

３
・
31

３
・
31

３
・
31

３
・
31

３
・
31

３
・
27

２
・
３

日
付

キ
セ
キ
遺
留
品
返
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
収
集
資
料

宮
原
美
奈
子
氏
寄
贈
資
料

青
木
照
夫
家
資
料
（
第
６
次
）

船
曳
鐵
門
和
歌
短
冊
二
枚

扱
心
一
流
本
心
巻

山
本
義
人
氏
旧
蔵
資
料

豊
福
家
資
料

内
野
家
旧
蔵
資
料

有
馬
頼
寧
書
「
實
踐
躬
行
」

け
ん
玉

伊
福
家
資
料
（
第
２
次
）

河
北
家
資
料
（
第
５
次
）

Paul Kaw
achi

氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
第
２
次
）

河
原
家
資
料
（
第
２
次
）

近
代
絵
葉
書
六
枚

松
木
家
資
料
（
第
3
次
）

古
川
家
資
料
（
第
４
次
）

西
田
家
資
料
（
第
２
次
）

出
征
旗

辻󠄀(

旧
姓
金
原
）
美
禰
子
家
資
料
（
第
３
次
）

荒
巻
羊
三
郎
関
係
資
料

権
藤
彌
榮
家
資
料

日
立
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｈ
２

昭
和
28
年
水
害
新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ

　
　
　
資

料

名

80 73 31 2 1 69 2 65 1 1 59 1 6 2 6 8 1 2 5 3 4 124 1 1 点
数

ジ
ャ
ガ
ー
ド
千
津
子

宮
原

美
奈
子

青
木

照
夫

田
堀

雅
尚

匿
名

高
橋

明
子

匿
名

永
野

健
康

光
興
産
株
式
会
社

三
好

愛
治
郎

伊
福

雅

河
北

宣
正

Paul Kaw
achi

河
原

俊
治

藤
本

淑
子

松
木

貞
次

古
川

恒
行

柿
本

冨
久
子

室
園

哲
也

辻󠄀

美
禰
子

森
山

優

権
藤

彌
榮

　
　
―

髙
田

澤
子

氏

名

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈

採
集

寄
贈

区
分
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む
か
し
の
く
ら
し
展

暮
ら
し
を
変
え
た
電
化
製
品

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

時
代
も
内
容
も
さ
ま
ざ
ま

新
た
な
資
料
を
毎
月
初
公
開

月 テーマ

４月 久留米つつじ、世界へ
～近代の品種改良と販路拡大～

５月 西原 柳
りゅう

雨
う

関連資料
～原稿や校正からたどる古

こ

川
せん

柳
りゅう

研究家の歩み～

６月 水魔・各地で猛り狂う
～昭和 28 年水害新聞記事スクラップ～

７月 描き、創り、奏
かな

でる
～マルチアーティスト・古川潤二～

８月 戦地へ
～少年飛行兵の出征旗～

９月 絵葉書にみる近代久留米
～観光名所・陸軍特別大演習～

10 月 實
じっせん

踐 躬
きゅう

行
こう

（自ら行動せよ）
～政治家・有馬頼

よりやす
寧の書～

11 月 自由への眺望
～ドイツ兵捕虜が描いた風景画～

12 月 戦後日本の学校と組合
～高校教員の蔵書から～

1 月 昭和戦後のボードゲーム
～新行軍 将

しょう

棊
ぎ

～

２月 問題用紙も文集も、手書き印刷
～謄

とう

写
しゃ

版
ばん

（ガリ版）～

３月 歴史資料の来歴を探る
～内野家旧蔵資料～

久
留
米
市
が
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
を

い
ち
早
く
公
開
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度

に
開
始
し
た
「
新
収
蔵
資
料
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」。
令
和
５
年
度
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
月

替
わ
り
で
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

公
開
の
際
は
、
そ
の
資
料
群
の
来
歴
や

特
徴
を
よ
く
示
す
も
の
を
選
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
つ
つ
じ
が
見
頃
を
迎
え
る
４
月
は

久
留
米
つ
つ
じ
、
終
戦
記
念
日
に
あ
わ
せ

て
８
月
は
戦
争
関
係
資
料
と
い
う
よ
う

に
、
時
節
に
合
わ
せ
て
テ
ー
マ
を
設
定
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

各
月
の
テ
ー
マ
は
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。
近
代
の
美
術
工
芸
品
や
書
籍
、
昭
和

の
道
具
な
ど
、
多
様
な
資
料
を
紹
介
し
ま

し
た
。

令和５年度むかしのくらし展　　三種の神器（テレビ・冷蔵庫・洗濯機）が人々の生活を変えた

〒
830-

0031

久
留
米
市
六
ツ
門
町
３-

11

　
　
　
　

    

く
る
め
り
あ
六
ツ
門
５
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
４
２・２
７・９
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
４
２・２
７・７
２
８
１

令和５年度 新収蔵資料紹介 テーマ一覧

　
　
　
会
期：令
和
５
年
12
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
令
和
６
年
３
月
24
日（
日
）

「
む
か
し
の
く
ら
し
展
」
で
は
、
市
が

収
蔵
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
昔
の
道
具
を
中
心

に
展
示
し
、
市
民
の
方
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、「
暮
ら
し
を
変
え

た
電
化
製
品
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
、
高
度
経
済
成
長
期
と
呼

ば
れ
た
時
期
に
「
三
種
の
神
器
」
と
呼
ば

れ
一
気
に
普
及
し
た
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
化
製

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
思
い
出
深
い
道
具
を
眺
め
な
が

ら
、昔
の
こ
と
を
語
り
合
う
こ
と
は
、「
回

想
法
」
と
い
う
心
理
療
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
若
か
り
し
頃
や
、

子
ど
も
の
頃
、
ま
た
、
今
は
亡
き
忘
れ
ら

れ
な
い
人
の
思
い
出
に
浸
る
こ
と
は
、
疲

れ
た
脳
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
場
者
か
ら
は
、「
家
に
電
気
洗
濯
機

が
や
っ
て
来
た
日
に
、
母
が
と
て
も
喜
ん

で
い
た
」「
深
夜
ま
で
受
験
勉
強
を
し
な

が
ら
ラ
ジ
オ
で
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン

の
糸
井
五
郎
を
聴
い
て
い
た
」
な
ど
の
話

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

展示替えの予定については、随時、市ホームページでお知らせしています。
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《
昭
和
の
お
う
ち
》

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
一
角

に
は
、
昭
和
30
年
代
頃
の
家
を
再
現
し
た

「
昭
和
の
お
う
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
、
テ
レ
ビ
や
黒
電
話
、
タ
ン
ス
、
ミ

シ
ン
、
柱
時
計
な
ど
、
実
際
に
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
た
道
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

当
時
を
知
る
来
場
者
は
、
見
学
し
な
が
ら

思
い
出
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

休
日
に
は
、
若
い
親
子
連
れ
の
来
場
者

が
昭
和
の
お
う
ち
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

撮
影
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

な
か
に
は
、「
祖
母
の
家
に
あ
っ
た
丸
い

ち
ゃ
ぶ
台
や
黒
電
話
を
思
い
出
し
た
」と
、

家
族
に
写
真
を
送
信
す
る
人
も
い
ま
す
。

時
折
、お
茶
の
間
に
上
が
っ
て
も
ら
い
、

ス
タ
ッ
フ
が
記
念
撮
影
を
す
る
と
、
と
て

も
喜
ば
れ
ま
す
。

《
小
学
生
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
社
会
科
見
学
》

小
学
３
年
生
に
な
る
と
、
歴
史
を
学
ぶ

き
っ
か
け
と
し
て「
昔
の
道
具
と
く
ら
し
」

を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
体
験
学
習
の
場
と

し
て
昭
和
の
お
う
ち
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
が
道
具
を
紹
介

し
な
が
ら
、
自
ら
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
の

体
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

先
生
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
変
新
鮮
な
話
で
、
グ
イ
グ
イ
引
き
込

ま
れ
た
」「
子
ど
も
た
ち
が
昔
の
照
明
の

明
る
さ
を
体
感
し
、学
び
を
深
め
ら
れ
た
」

な
ど
、
貴
重
な
学
び
の
場
と
し
て
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

見
学
や
体
験
︑
撮
影
も
O
K

昭
和
の
お
う
ち
の
楽
し
み
方昭和のおうち

学校見学での体験学習

　令和５年 (2023) は、大正 12 年 (1923)9 月 1 日に関
東大震災が発生してから 100 年にあたります。この
節目に、震災に関する資料を展示しました。
　筆者は、関東大震災を本の中の遠い出来事のように
感じていました。しかし、近年、毎年のように水害な
どの災害が身近に起こる中、100 年の節目とのニュー
スを見て、久留米市にも関連資料があれば、災害への
備えを呼び掛ける機会として紹介したいと思うに至り
ました。
　収蔵資料のデータベースを「関東」「震災」のキーワー
ドで検索すると、約 20 点が登録されていました。雑
誌などのほかに、市内瀬下町の義

ぎ
捐
えん

金
きん

名簿、現在の市
役所近くで開かれたチャリティーコンサートの記念写
真、そして、久留米から東京に送られた、知人や自ら
の孫、生徒の無事を喜ぶ手紙もあることが分かりまし
た。義捐金名簿には「９月８日納入」との日付が見ら
れ、100 年前の九州・久留米でも、発生から数日後に
は罹災者支援が呼び掛けられていたとうかがえます。

　関東大震災に際して、行動を起こしていた人たちが
いた。もしかしたら、私の先祖も震災を知って被災地
を案じていたかもしれない。資料を確認しながら、関
東大震災が遠い出来事とは思えなくなりました。
　この年明けには、大規模な地震が起こりました。い
つでもどこでも、誰でも、被災者になる可能性があり
ます。今一度、過去の災害を知り、日頃の備えを家族
と確認しようと、筆者自身、思っています。
　ミニテーマ展示「関東大震災 100 年―久留米市文
化財収蔵資料から」の解説シートは、久留米市 HP で

「関東大震災 100 年」と検索、または下の QR コード
を読み取るとご覧いただけます。

瀬下町　関東地方震災義金名簿
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令
和
５
年
３
月
31
日
に
初
め
て
「
筑
後

川
遺
産
」
登
録
を
行
っ
た
「
城
島
酒
蔵
も

の
が
た
り
」
と
「
田
主
丸
・
祭
り
の
賑
わ

う
里
～
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
、

実
物
資
料
や
関
連
パ
ネ
ル
に
よ
り
紹
介
。

会
期

令
和
５
年
９
月
23
日
（
土・祝
）

　
　
　
～
12
月
10
日
（
日
）
10
時
～
17
時

会
場

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
筑
後
川
遺
産
と
は

久
留
米
市
内
に
は
、
悠
久
な
る
大
河
筑

後
川
の
恩
恵
に
育
ま
れ
た
歴
史
遺
産
（
文

化
財
）
が
数
多
く
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
遺
産
に
歴
史
や
文
化
を
背
景
と
す

る
物
語
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
様
々
な
物
語

企
画
展
「
筑
後
川
遺
産-

城
島

の
酒
蔵
・
田
主
丸
の
祭
り-

」

筑
後
川
遺
産

〈メインストーリー〉
　良質な米と豊かな水に恵まれた城島では、｢東の灘

な だ

、西の城島｣ と称されるほど
酒造りが盛んです。
　江戸時代に始まった酒造りは、明治になると販路拡大のため、地元杜

と

氏
う じ

の養成や
三潴酒造研究所を開設するなど品種改良に取り組みました。そして、試行錯誤の末
｢ 暖

だ ん

地
ち

軟
な ん

水
す い

仕込み｣ を確立し、城島独自の酒造技術の普及に成功しています。蔵元
の多くは、そこで生み出した財を地域のインフラ整備や人材育成に使いました。
　酒造りの発展が、城島の地域産業（農業、瓦造、木工業）や文化芸術を育て、酒
造りがまちづくりにつながり、今でも見事な 甍

いらか

の酒蔵や酒造り関係の産業遺産が
多く残されています。

団体：久留米市西部ツーリズム協議会
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で
つ
な
が
れ
た
歴
史
遺
産
の
関
連
が
「
筑

後
川
遺
産
」
で
す
。

●
筑
後
川
遺
産
登
録
制
度
と
は

市
内
に
所
在
す
る
固
有
の
歴
史
的
背
景

（
ス
ト
ー
リ
ー
）
で
関
連
付
け
ら
れ
た
歴

史
遺
産
の
ま
と
ま
り
を
「
筑
後
川
遺
産
」

と
し
て
登
録
す
る
も
の
で
す
。
地
域
や
行

政
な
ど
、
多
様
な
人
た
ち
が
参
加
し
て
、

歴
史
遺
産
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
む
た

め
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
令
和

３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
初
登
録
！
２
件
の
筑
後
川
遺
産

令
和
４
年
度
に
、
久
留
米
市
西
部
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
お
よ
び
田
主
丸
・
未
来
創

造
会
議
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
「
筑
後
川
遺
産
」

の
登
録
申
請
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
有
識
者
か
ら
な
る
久
留
米
市
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
協
議
会
に
よ
り
審

査
さ
れ
、
久
留
米
市
の
歴
史
文
化
の
特
徴

を
表
し
、
そ
の
価
値
が
市
民
に
共
有
で
き

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
令
和
５
年
３
月
31
日
に
「
城
島
酒

蔵
も
の
が
た
り
」
と
「
田
主
丸
・
祭
り
の

賑
わ
う
里
～
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
２
件
が
、
筑
後
川
遺
産
に
初
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

筑
後
川
遺
産

〈メインストーリー〉
　田主丸は７km 四方の狭い範囲に、耳納連山の山辺から筑後川の水辺まで変化に
富んだ自然と豊かな田畑が広がります。そのような環境のもと、年間 200 を超え
る祭り（神事や伝統行事）が、自然・産業・地域社会に支えられ受け継がれていま
す。日本が育んできた伝統的なＳＤＧｓと言える祭りが田主丸には集中して引き継
がれており、ほかには代えられない価値を有しています。

〈サブストーリー〉
・夜

よ ど

渡　・厄
や く

除
よ

け風止め　・町祝い ( ゑびす様 )　・神迎えの堂
ど う ご も

籠り
・獅子舞と獅子打ち　　・虫追い祭

団体：田主丸・未来創造会議
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守
り
、
伝
え
る

４
人
の
久
留
米
藩
主
に
仕
え
た

家
老
の
肖
像
を
修
理

現存する３口が一堂に会した

活
か
し
、
伝
え
る

江
戸
時
代
に
広
川
町
で
出
土

銅ど
う
ほ
こ矛
の
里
帰
り

し
、
久
留
米
藩
領
内
の
各
神
社
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
銅
矛
は
、
弥
生
時
代
後
期
の

中
広び

ろ
が
た形
銅
矛
で
、
現
存
を
確
認
で
き
た
の

は
上
記
２
口
と
高
良
大
社
所
蔵
の
１
口
の

み
で
す
。
同
展
で
は
３
口
揃
っ
て
の
里
帰

り
と
な
り
ま
し
た
。

秋
葉
神
社
に
は
文
政
８
年（
１
８
２
５
）

に
天
神
浦
堤
出
土
の
銅
矛
、
矢
倉
八
幡
宮

に
は
天
保
２
年
（
１
８
３
１
）
に
田
代
堤

出
土
の
銅
矛
が
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
箱
書
き
裏
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。箱

書
き
も
、
出
所
伝
来
が
分
か
る
貴
重

な
資
料
と
し
て
、
銅
矛
と
と
も
に
展
示
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

修理後の様子
元の素材を再利用して掛幅装に仕立て
直した

令
和
４
年
度
、
有あ

り
ま
て
る
ひ
さ

馬
照
長
の
肖
像
画
の

修
理
を
行
い
ま
し
た
。
照
長
は
、
８
代
有

馬
頼よ

り
た
か貴

か
ら
11
代
頼よ

り
し
げ咸

ま
で
の
４
人
の
藩

主
に
仕
え
、
藩
士
や
領
民
の
尊
敬
を
集
め

た
名
家
老
と
伝
わ
り
ま
す
。

修
理
前
は
、
表
装
の
裂き

れ

（
布
地
）
と
絹

の
本
紙
に
虫
食
い
の
穴
が
多
数
発
生
し
て

い
ま
し
た
。本
紙
に
は
シ
ミ
も
複
数
あ
り
、

本
紙
を
補
強
す
る
た
め
の
裏
打
ち
紙
は
、

糊の
り

の
浮
き
や
は
が
れ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、掛か

け

緒お

（
壁
に
掛
け
る
た
め
の
紐
）

が
切
れ
て
い
る
た
め
、
展
示
に
適
さ
な
い

状
態
で
し
た
。

《
修
理
の
内
容
》

本
紙
を
清
掃
し
、
虫
食
い
穴
を
ふ
さ
ぎ

ま
し
た
。
今
後
の
剥は

く
ら
く落
防
止
の
た
め
に
、

着
彩
部
分
に
は
剥
落
止
め
の
膠に

か
わ

溶
液
を

塗
布
し
ま
し
た
。裏
打
ち
紙
を
張
り
替
え
、

裏
打
ち
紙
と
裂
の
厚
さ
を
揃
え
、
折
れ
防

止
と
し
ま
し
た
。

裂
の
虫
食
い
穴
や
切
れ
て
い
た
掛
緒
も

修
理
さ
れ
、
再
び
掛か

け

幅ふ
く

装そ
う

に
仕
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
巻
き
収
め
た
際
の
資
料

へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
太
巻
き

芯
を
新
調
し
ま
し
た
。
保
存
環
境
が
整
え

ら
れ
た
本
資
料
は
、
適
宜
公
開
・
活
用
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
銅
矛
２
口

が
広
川
町
古
墳
公
園
資
料
館
「
銅
矛
里
帰

り
展
」（
11
月
19
日
～
12
月
10
日
）
で
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
は
秋
葉
神
社
（
櫛

原
町
）
と
矢
倉
八
幡
宮
（
田
主
丸
町
）
で

す
。
江
戸
時
代
、元
禄
10
年
（
１
６
９
７
）

に
広
川
町
の
天て

ん
じ
ん神

浦う
ら

堤
・
田た

代し
ろ

堤
よ
り
、

合
計
18
口
の
銅
矛
が
溜
池
築
造
の
際
出
土

（
右
）
秋
葉
神
社
所
蔵

（
左
）
矢
倉
八
幡
宮
所
蔵

ち
ゅ
う

修理前の表装
虫食い穴が見受けられる
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　シンガポール人のリンさんは現在、陸軍第 18 師
団の歴史をテーマとする博士論文に取り組んでいま
す。第 18 師団は久留米市に司令部が置かれ、第２
次世界大戦では東南アジアに侵攻し、シンガポール
を占領しました。
　2023 年７月、久留米市内に伝わる第 18 師団の
資料を調査するため、リンさんは文化財収蔵館を訪
れました。
―― 第 18 師団を研究しようと思ったきっかけは？
　第２次世界大戦で多くの犠牲者が出たシンガポー
ルにとって、第 18 師団による侵攻は歴史的に重要
な出来事でした。シンガポール人はこの歴史を覚え
ていますが、70 年以上の年月を経て、現在、シン
ガポールと日本は友好関係を保ち、特に若い世代は
日本の文化に興味を持っています。
　私は大学の卒業論文執筆の際、元日本兵の回想録
を読み、シンガポールに来た日本兵についてもっと
調べたくなりました。彼らの故郷や戦後の生活、戦
争に対する考えにも関心があります。戦後、シンガ
ポールを訪れたことはあるのでしょうか。博士論文
では、元日本兵の経験が戦後の日本と東南アジアに
与えた影響について、第 18 師団を中心に研究を進
めています。
―― 日本とは以前から縁があったそうですね
　日本に関心を持ったきっかけは、多くの東南アジ
アの若い世代と同じくアニメやマンガ、そして日本
の食文化でした。2012 年に初めて、友人とともに

日本を訪れました。美しい景色をたくさん観て、親
切な人々に出会い、今でも感謝しています。それ以
来、何度も日本を訪れ、各地を旅しました。2017
～ 2019 年には、北海道で英語教師として勤めまし
た。それらの経験を通して、日本の歴史、政治や経
済などについて、より学術的な見地から興味を持つ
ようになりました。
―― 久留米市を訪れ、現地を調査した感想を教え
てください
　直前に東京に滞在していたこともあって、久留米
市はとても穏やかな土地柄だと感じました。市内に
は 1945 年以前の日本軍、第 18 師団の活動に伴う
記念碑が多く残されており、非常に興味深いです。
外国人にはまだあまり知られていませんが、歴史の
魅力が詰まった地域だと思います。
　今回は短い滞在でしたが、久留米の郷土史、経済、
文化についてもっと学びたいです。また機会があれ
ば、久留米市を訪れ、元日本兵のご家族と話をした
いと思っています。

海外から調査訪問
～陸軍第 18 師団の研究とその経緯～

ノースウェスタン大学歴史部大学院生
リン・シーミンさん

久
留
米
市
で
は
数
多
く
の
戦
争
関
連
資

料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
学
校
や

地
域
団
体
か
ら
、
平
和
学
習
や
戦
争
体
験

の
講
話
等
で
資
料
を
活
用
し
た
い
と
の
要

望
を
受
け
、
資
料
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
核
兵
器
の
恐
怖
や
悲
惨
な

戦
争
体
験
の
風
化
防
止
を
目
的
と
し
た

「
く
る
め
愛
と
平
和
の
祭
典
・
ピ
ー
ス
フ

ル
く
る
め
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト「
第
30
回
平
和
を
語
る
夕
べ
」に
、

千
人
針
や
防
空
頭
巾
、
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

の
破
片

な
ど
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活

用
は
、
市
民
の
方
に
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
大
切
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2023 年７月にリンさんが撮影した写真。左は研究テーマである第 18 師団の
記念碑。右は「散歩中に撮ったお気に入りの写真です。」とのこと。

戦
争
関
連
の
収
蔵
資
料

平
和
の
尊
さ
を
語
る

焼夷弾の破片
昭和 20 年（1945）8 月 11 日の空襲の際に焼死し
た男性の頭部から発見されたもの
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令
和
５
年
度
も
、
市
民
の
皆
様
を
中

心
に
多
く
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
江
戸
か
ら
明
治
時
代

の
古
文
書
類
と
、
戦
争
関
係
資
料
と
し

て
の
写
真
や
絵
は
が
き
が
多
か
っ
た
印

象
で
す
。
特
に
写
真
は
、
当
時
の
状
況

や
雰
囲
気
が
わ
か
り
や
す
く
、
今
後
ま

す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

思
い
も
あ
り
、
近
年
は
写
真
の
収
集
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
を
生
き
る

私
た
ち
が
、
記
録
や
思
い
出
の
一
コ
マ

と
し
て
撮
っ
た
写
真
が
、
貴
重
な
歴
史

資
料
と
な
る
日
が
来
る
の
も
そ
う
遠
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『収蔵館ニュース』第 20 号
発行年月日　令和６年３月 31 日

　編集・発行　久留米市 市民文化部 文化財保護課
　　　　　　　久留米文化財収蔵館
　　　　　　　〒 830-0037 
　　　　　　　福岡県久留米市諏訪野町 1830-6
　　　　　　　電話・FAX　0942-38-6194
　　　　　　　E-mail　 bunkazai@city.kurume.lg.jp

久
留
米
藩
御
用
絵
師
の
絵
画
を
展
示

～
展
示
担
当
者
よ
り
～

◆ トピックス ◆

【
編
集
後
記
】

ラ
シ
、
会
場
配
布
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
有
馬
記
念

館
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
彩
り
ま
し
た
。

掛
け
軸
を
展
示
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
資
料

同
士
の
間
隔
の
空
け
方
が
あ
り
ま
す
。
資
料
が
単

体
か
、
複
数
で
１
セ
ッ
ト
か
で
、
間
隔
を
一
定
に

す
る
の
か
、
変
化
を
も
た
せ
る
の
か
を
決
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
解
説
文
パ
ネ
ル
を
含
め
た
レ
イ

ア
ウ
ト
や
、
画
題
の
違
い
に
よ
っ
て
調
整
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
一
つ
の
展
示
ケ
ー
ス
内
で
、
単
体
の

資
料
同
士
の
間
隔
を
す
べ
て
同
じ
に
し
、
対つ

い
ふ
く幅

の

資
料
は
狭
く
し
ま
し
た
。別
の
展
示
ケ
ー
ス
で
は
、

三さ
ん
ぷ
く
つ
い

幅
対
の
資
料
の
ま
と
ま
り
を
出
す
た
め
に
、
間

隔
を
調
整
し
ま
し
た
。
こ
の
三
幅
対
は
鮮
や
か
な

彩
色
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
近
づ
い
て
見
た
と
き

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
も
美
し
く
見
え
る
よ
う
な
配

置
に
し
ま
し
た
。
鑑
賞
の
際
は
、
展
示
品
の
周
り

の
空
間
に
も
注
目
し
て
み
る
と
、
違
っ
た
見
方
が

で
き
て
お
も
し
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

久
留
米
市
で
は
、
古こ

文も
ん

書じ
ょ

、
古
記
録
、
古
写
真
、

書
画
、
陶
磁
器
な
ど
の
美
術
工
芸
品
や
、
民
俗
資

料
な
ど
を
「
文
化
財
収
蔵
資
料
」
と
し
て
収
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
久
留
米
の
歴
史

文
化
に
関
わ
る
も
の
で
、
久
留
米
市
文
化
財
収
蔵

資
料
審
議
会
で
定
め
た
収
集
方
針
に
基
づ
き
、
受

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
先
祖
か
ら
伝
わ
っ
た
古
い
書
類
や
写
真
、

　
　

道
具
な
ど
が
あ
る

・
片
付
け
を
し
て
い
た
ら
、
古
い
も
の
（
古

　
　

文
書
、
古
美
術
品
な
ど
）
が
出
て
き
た

・
古
い
書
類
や
骨
董
品
の
保
管
に
つ
い
て

　
　

心
配
事
が
あ
る

・
濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
た
古
い
も
の
の

　
　

取
扱
い
に
つ
い
て
知
り
た
い

古
い
も
の
で
判
断
に
迷
っ
た
と
き
に
は
、
廃
棄

す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
宅
で

歴
史
的
な
資
料
を
保
管
し
て
い
た
だ
く
方
法
に
つ

い
て
も
、
ご
不
明
な
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

先
人
た
ち
が
紡つ
む

い
で
き
た
地
域
の
歴
史
を
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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展示風景

■
ご
相
談
く
だ
さ
い

作品を掛けた後は、展示ケースの外から見て、作品
同士の間隔の調整を繰り返す

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）
か
ら
令
和
６
年
１

月
15
日
（
月
）
ま
で
、
有
馬
記
念
館
に
て
、
企
画

展
「
故
事
人
物
を
訪
ね
る
―
久
留
米
藩
御
用
絵
師

の
絵
画
か
ら
Ⅲ
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
久
留
米
市
が
所
蔵
・
保
管
す
る
資
料
か
ら
、

久
留
米
藩
に
仕
え
た
御
用
絵
師
・
三
谷
家
の
絵
師

た
ち
が
手
掛
け
た
故
事
人
物
画
21
点
を
展
示
し
ま

し
た
。

会
場
に
は
、
習
作
（
練
習
と
し
て
描
か
れ
た
も

の
や
、
本
制
作
前
の
下
絵
の
こ
と
）
の
ほ
か
、
中

国
ゆ
か
り
の
人
物
や
日
本
の
武
将
を
題
材
と
し
た

掛
け
軸
を
揃
え
ま
し
た
。
表
現
方
法
の
違
い
を
見

比
べ
ら
れ
る
よ
う
、
違
う
絵
師
が
描
い
た
、
同
じ

画
題
の
作
品
を
並
べ
て
展
示
す
る
箇
所
も
設
け
ま

し
た
。
令
和
６
年
の
干え

支と

で
あ
る
龍
が
描
か
れ
た

掛
け
軸
は
、
目
玉
作
品
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ




